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１．研究計画の概要 
本研究は国民国家内部とそれを越える広域
的空間において「想起の文化」が、グローバ
ル化のダイナミクスのもとで、どのように機
能しているかを明らかにすることを目的と
している。その際、変容や構造転換に焦点を
あて、そこに生じる諸相を具体化し、さらに
一般理論化することを目指す。それを実現す
るために、 
（１）課題群を整理し、思想史的研究と事例
解釈との連関についての展望を獲得し、研究
体制を整備する。 
（２）その体制に基づき、南北アメリカや東
南アジア、中近東地域、日本、ヨーロッパ等
の地域に研究分担者を派遣し、また現地の研
究者とともに、あるいは日本にかれらを招請
して、国際シンポジウムやワークショップを
開催する。 
（３）それらの成果に基づく総括を対外的に
発表し、「想起の文化論」の構築を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）2006 年度は課題を整理し、以後の研
究の展望を得るために、ドイツ、オーストリ
ア、アメリカ、北朝鮮、日本、沖縄における、
戦争、占領、移民、追悼、祭祀等のテーマに
ついて検討し、記憶・想起することの意味、
そしてそこから生まれる文化に関して多数
の研究会・シンポジウムを開催した。 
（２）2007 年度は東アジア、東ドイツ、ア
イルランド、ベトナムにおける「想起の文化」
を巡る個別研究に着手した。特にベトナムに
おける戦死者追悼に関して国際シンポジウ
ムを開催し、記念碑と追悼の関係を検討した。
また、理論的枠組みを整備するための研究会

も開催し、新自由主義が「想起の文化」に、
バイアスを与えているという結論を得、理
論・方法論において深化がみられた。さらに、
東アジアにおける「想起の文化・記憶の場」
に関する研究会合宿を開催し、韓国、中国、
日本の研究者 11 名が活発に討議を行うこと
で、「東アジアにおける記憶の場」論を叙述
する雛形を作った。 
（３）2008 年度は引き続き、「東アジアにお
ける記憶の場」論構築のための研究会合宿を
韓国ソウルで開催し、日本から五名が参加し、
活発な意見交換が行われた。また、これまで
の理論・方法に関する成果を受け、世界各地
における過去の想起のあり方にグローバリ
ゼーション・新自由主義が与えている影響に
関してシンポジウムを開催し、マイケル・ハ
ートらを招聘し、議論を深めた。さらに、日
本近現代史における想起の文化と過去の表
象について、また、ヨーロッパと東アジアで
の「記憶の場」論との比較検討を行うため、
日本、ドイツ、フランス、イタリアの研究者
を交え国際シンポジウムを開催した。 
なお、これまで三年間の研究成果は東京外国
語大学海外事情研究所出版の研究雑誌『クァ
ドランテ』に収められている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
理由：研究開始当初に、想定していたほとん
どの地域に関する「想起の文化」については、
一回以上の研究会や国際シンポジウムを開
催し、分担者ならびにその地域の研究者を内
外から招聘、事例解釈やその理論についての
思想史的理解を深めることができた。但し、
2008 年度招聘予定であった冷戦期の社会主



義圏における文化的記憶と想起に関する研
究者であるエングラー氏の来日が都合によ
り今年度に延期されたため、実現していない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本科研研究の計画年度が最後になる今年度
は、課題として残ってしまったエングラー氏
招聘を実現させ、社会主義圏についての「想
起の文化」についての研究を深化させたい。
また、日本近現代史における想起に関する研
究を徹底させ、沖縄、日本を含めたアジア全
般の精緻な「想起の文化」「記憶の場」論の
構築に努める。そのために、研究分担者の同
テーマにおける研究論文執筆を促進させ、報
告書ならびにその出版を目指して活動する
予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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